
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
見
解
は
。

答
弁　

そ
う
し
な
け
れ
ば
国
保
制

度
が
行
き
詰
ま
る
。
75
歳
以
上
の

保
険
料
負
担
割
合
を
1
割
に
と
ど

め
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

機　

構

質
問　

体
協
関
係
や
生

涯
学
習
関
係
等
が
市
長

部
局
に
移
管
さ
れ
た
が
、

教
育
委
員
会
の
専
門
性

と
今
後
の
事
務
局
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

教
育
委
員
会
の
自
主
性
等

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、
一
部
の

事
務
を
市
長
部
局
が
補
助
執
行
し

て
い
る
。
今
後
も
、
効
率
的
、
効

果
的
な
事
務
局
体
制
と
し
て
い
く
。

子
育
て

質
問　

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
、

助
産
院
を
公
費
助
成
の
対
象
に
す

る
こ
と
と
、
里
帰
り
出
産
に
も
公

費
助
成
を
す
る
考
え
は
。

答
弁　

県
と
県
助
産
師
会
が
協
定

を
締
結
す
れ
ば
助
成
対
象

に
な
る
。
協
定
は
助
産
院

の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

県
が
結
ぶ
の
が
妥
当
と
考

え
る
。
里
帰
り
出
産
へ
は

公
費
負
担
の
助
成
を
検
討

す
る
。

質
問　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
予
定
は
。

答
弁　

子
育
て
支
援
の
方
向
性
も

含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

補
助
金

質
問　

見
直
し
の
評
価
と
、
各
種

団
体
へ
の
説
明
と
対
応
は
。

答
弁　

20
年
度
は
19
年
度
比
で
補

助
金
が
2
億
1
、
1
9
5
万
3
千

円
の
減
、
交
付
金
が
1
、
3
8
3

万
4
千
円
の
増
と
な
り
、
全
体
で

9
・
2
%
の
減
で
、
目
標
は
お
お

む
ね
達
成
し
た
と
考
え
る
。
削
減

に
な
っ
た
団
体
に
対
し
て
、
議
決

前
に
正
式
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
判
断
し
対
応
し
た
。

御
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
や

り
方
を
模
索
し
た
い
。

質
問　

21
年
度
に
向
け
て
の
取
り

組
み
の
方
向
性
は
。

答
弁　

検
証
結
果
等
は
21
年
度
予

算
に
反
映
さ
せ
、
補
助
事
業
に
よ

っ
て
は
、
補
助
金
か
ら
材
料
費
や

委
託
料
等
に
支
出
科
目
を
見
直
す

こ
と
な
ど
、
適
正
な
見
直
し
を
心

が
け
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

質
問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導

入
前
と
導
入
後
の
保
険
料
の
推
移

と
し
て
、
各
所
得
階
層
の
代
表
的

な
事
例
は
。

答
弁　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
単

身
世
帯
の
方
で
保
険
料
を
制
度
開

始
前
と
比
較
し
た
場
合
、
現
役
並

み
世
帯
の
例
で
は
5
0
0

円
高
く
な
る
。
一
般
世
帯

の
例
で
は
3
万
4
、
7
0

0
円
、
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ

世
帯
の
例
で
は
3
万
2
、

6
0
0
円
安
く
な
る
。

質
問　

制
度
の
長
所
と
短

所
、
特
別
徴
収
に
つ
い
て

の
見
解
を
。

答
弁　

こ
の
制
度
に
よ
り
負
担
と

給
付
が
明
確
化
し
、
持
続
可
能
な

国
民
皆
保
険
制
度
が
維
持
で
き
る
。

特
別
徴
収
は
保
険
料
徴
収
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
が
、
今
後
改
善
策

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

高
齢
社
会
に
向
け
、
老
親

扶
養
義
務
感
の
醸
成
や
現
役
世
代

の
た
め
の
産
業
振
興
へ
の
見
解
は
。

答
弁　

地
域
産
業
の
振
興
と
地
域

社
会
で
の
協
働
の
概
念
の
福
祉
へ

の
援
用
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

駅
前
駐
車
場

質
問　

リ
ベ
ー
ラ
磐
田
の
料
金
体

系
変
更
後
の
利
用
状
況
と
駅
周
辺

整
備
完
遂
後
の
利
用
見
通
し
は
。

答
弁　

定
期
利
用
に
よ
り
利
用
者

は
4
月
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
今

後
、
周
辺
環
境
の
改
善
に
よ
る
居

住
人
口
増
等
が
期
待

さ
れ
、
駐
車
場
利
用

も
改
善
さ
れ
る
と
考

え
る
。

質
問　

交
通
の
結
節

点
で
あ
る
駅
前
に
、

駐
車
場
が
必
要
な
理

由
は
。

答
弁　

駐
車
場
は
、
鉄
道
交
通
と

自
動
車
交
通
の
結
節
点
と
し
て
、

駅
前
の
再
活
性
化
を
図
る
た
め
に

不
可
欠
な
施
設
と
考
え
る
。

質
問　

駐
車
場
経
営
の
改
善
の
た

め
Ｊ
Ｒ
、
遠
鉄
バ
ス
と
の
連
携
や

民
間
の
駐
車
場
業
者
と
の
協
力
な

ど
が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
を
。

答
弁　

民
間
の
駐
車
場
業
者
、
Ｊ

Ｒ
等
と
の
連
携
は
、
駅
前
駐
車
場

の
活
性
化
に
は
必
要
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
連
携
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

複
数
部
門
に
関
係
す
る
事

業
の
掌
握
と
対
応
等
の
見
解
は
。

答
弁　

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て

所
管
す
る
各
課
の
状
況
を
確
認
し
、

複
数
部
門
に
関
係
す
る
事
業
等
が

あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
調
整
す
る
。

質
問　

削
減
効
果
の
半
分
ぐ
ら
い

の
金
額
を
地
域
活
性
化
施
策
に
振

り
向
け
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、
自

治
会
へ
の
補
助
金
の
充
実
は
。

答
弁　

市
民
に
元
気
が
出
る
よ
う

な
施
策
の
展
開
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
の
で
、
市
民
と
の
協
働
の
観

点
か
ら
市
民
提
案
型
事
業
等
の
創

設
も
検
討
し
た
い
。
自
治
会
へ
の

補
助
金
は
、
役
割
等
を
勘
案
し
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ガ
イ
ド

質
問　

い
わ
た
清
掃
ガ
イ
ド
や
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
見
直

し
、
冊
子
の
有
料
広
告
の
掲
載
は
。

答
弁　

清
掃
ガ
イ
ド
は
、
ご
み
の

出
し
方
の
大
幅
変
更
は
考
え
て
い

な
い
の
で
、

必
要
に
応

じ
追
録
等

の
形
で
対

応
し
た
い
。

暮
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
は
、

本
年
度
見
直
し
を
予
定
し
、
広
告

の
掲
載
を
検
討
し
実
施
し
て
い
く
。

清掃ガイド清掃ガイド

JR磐田駅（北口）JR磐田駅（北口）

補
助
金
見
直
し
の
検
証

い
わ
た
清
掃
ガ
イ
ド
等
の
見
直
し

無
所
属　

岡 　

 　

 

實　

議　

員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
高
齢
社
会
に
向
け
て

駅
前
駐
車
場
及
び
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

無
所
属　
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教
育
費

質
問　

学
校
図
書
費
や
教
材
費
に

措
置
さ
れ
た
交
付
税
の
流
用
が
報

道
さ
れ
た
が
、
本
市
の
実
態
は
。

答
弁　

合
併
後
3
年
間

の
小
中
学
校
の
学
校
図

書
費
と
教
材
費
の
予
算

額
は
、
19
年
度
の
学
校

図
書
費
を
除
き
、
交
付

税
措
置
額
を
上
回
っ
て

い
る
。産

業
振
興

質
問　

高
収
益
性
作
物

の
産
地
化
方
策
の
取
り
組
み
と
展

望
は
。

答
弁　

栽
培
技
術
研
究
や
品
評
会

の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
作
付
実
証
試
験
等
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
農
園
的
に
新
規
就
農

で
き
る
方
策
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　

規
制
緩
和
に
よ
り
市
民
農

園
の
開
設
が
可
能
と
な
っ
た
農
地

所
有
者
や
N
P
O
法
人
等
に
よ
る

農
園
開
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

小
売
・
卸
売
業
の
店
舗
数

の
見
通
し
と
空
き
店
舗
対
策
事
業

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

店
舗
数
は
16
年
と
19
年
の

比
較
で
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
減
少
傾
向
は
続
く
と
考
え
る
。

空
き
店
舗
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
6

店
舗
を
支
援
し
、
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
20
年
度
は
エ
リ

ア
を
限
定
し
、
磐
田
駅

北
口
周
辺
を
重
点
に
推

進
し
て
い
る
。

質
問　

中
心
市
街
地
活

性
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
大
規
模
小
売
店
舗

を
活
用
し
た
回
遊
性
の
仕
組
み
づ

く
り
の
具
体
的
な
展
開
方
法
は
。

答
弁　

（
仮
称
）
ら
ら
ぽ
ー
と
磐

田
内
の
施
設
の
一
部
を
活
用
し
、

本
市
の
P
R
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

来
客
者
に
市
内
各
地
を
回
遊
し
て

も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問　

中
小
企
業
の
人
材
育
成
体

制
の
構
築
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

し
ず
お
か
産
業
創
造
機
構

が
行
う
人
材
開
発
等
の
活
用
を
紹

介
し
て
い
る
。
今
後
は
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
、
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

区　　　　　分 五　和　会 開　誠　会 日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 未　　　来 合　　　計

収　

入

交 付 金 6,600,000

政務調査費
の交付申請
がありませ
んでした。

900,000 900,000 600,000 9,000,000

雑 収 入 3,001 447 814 389 4,651

計 6,603,001 900,447 900,814 600,389 9,004,651

支　
　
　
　
　
　
　

出

研 究 研 修 費 2,326,720 0 76,680 50,880 2,454,280

調 査 旅 費 3,027,920 0 0 91,840 3,119,760

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0

図書・資料費 94,119 735 99,150 11,689 205,693

広 報 費 876,124 759,129 0 111,930 1,747,183

広 聴 費 0 0 0 0 0

事 務 費 239,979 100,750 174,942 103,134 618,805

そ の 他 経 費 0 0 0 0 0

計 6,564,862 860,614 350,772 369,473 8,145,721

残　　余　　金 38,139 39,833 550,042 230,916 858,930

19年度 政務調査費の会派別執行状況
　政務調査費とは、地方自治法に基づき条例を定

め、議員の調査研究に役立てるために必要な経費

の一部として、議会の会派からの申請により交付

されるものです。議会の監視機能の強化、政策立

案能力向上を図るための議員活動への補助として

活用されています。

　本市の政務調査費は、１人当たり年額３０万円で、

前期と後期の２回に分け、会派に交付されます。

１９年度の執行状況は下表のとおりで、残余金は市

へ返納されました。

学校図書室学校図書室

教
育
費
に
係
る
国
の
財
政
措
置
の
使
途

産
業
振
興
施
策

無
所
属　
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議　

員
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本
条
例
は
、
市
立
総
合
病
院
の

証
明
業
務
の
増
加
や
妊
婦
健
康
診

断
の
公
費
負
担
回
数
の
増
加
に
伴

う
手
数
料
等
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。
内
容
は
、
1
記
載
事
項

が
詳
細
で
医
師
の
負
担
が
多
い
生

命
保
険
会
社
様
式
に
よ
る
診
断
書

料
を
単
独
で
設
定
、
2
再
診
時
の

妊
婦
健
康
診
断
料
1
回
3
千
円
を
、

県
の
改
正
に
合
わ
せ
4
千
円
と
す

る
、
3
従
来
、
妊
婦
健
康
診
断
時

に
診
断
料
に
含
め
て
い
た
超
音
波

検
査
が
、
公
費
負
担
の
検
査
に
含

ま
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

新
た
に
2
千
円
の
設
定
を
す
る
、

4
診
察
券
再
発
行
料
の
廃
止
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
一
部

を
除
き
20
年
11
月
1
日
で
す
。

　

賛
成
28
（
公
・
無
）
、
反
対
5

（
共
・
無
）
に
よ
り
可
決
。

修
正
案
を
提
出

　

市
立
総
合
病
院
の
使
用
料
及
び

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
対
し

3
人
の
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
再
診
時

の
妊
婦
健
康
診
断
料
4
千
円
を
3

千
円
と
し
、
妊
婦
健
康
診
断
時
の

超
音
波
検
査
料
を
削
る
も
の
で
す
。

　

提
出
者
か
ら
は
、
妊
婦
健
康
診

断
の
公
費
負
担
を
ふ
や
し
た
が
、

当
局
案
は
、
妊
婦
が
健
診
回
数
を

ふ
や
そ
う
と
す
る
と
、
今
ま
で
よ

り
負
担
が
大
き
く
な
り
、
公
費
負

担
を
ふ
や
し
た
効
果
は
な
い
。
市

立
総
合
病
院
で
の
妊
婦
健
診
は
平

均
8
回
と
い
う
が
、
14
回
程
度
に

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
の
が
公
費

助
成
拡
大
の
目
的
で
は
な
い
か
等

の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

賛
成
3
（
共
）
、
反
対
30

（
公
・
無
）
に
よ
り
否
決
。

（
公
明
）
原
案
に
賛
成
し
、
修
正

案
に
反
対
す
る
。

　

常
任
委
員
会
の
審
査
の
中
で
、

1
県
西
部
14
病
院
中
11
病
院
が
超

音
波
検
査
料
を
設
定
し
、
そ
の
平

均
は
2
、
1
0
4
円
で
あ
る
、
2

周
辺
病
院
と
の
料
金
格
差
が
生
じ

れ
ば
、
健
診
・
出
産
の
集
中
が
心

配
さ
れ
る
な
ど
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
今

回
の
改
正
が
、
地
域
医
療
の
調
和

と
均
衡
な
ど
の
ほ
か
、
市
民
の
市

立
総
合
病
院
に
お
け
る
安
全
で
安

心
な
健
診
・
出
産
の
堅
持
の
た
め

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後

は
、
市
の
少
子
化
対
策
や
妊
産
婦

支
援
策
と
し
て
、
独
自
の
公
費
助

成
策
を
検
討
、
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
み
、
賛
成
す
る
。

（
無
所
属
）
原
案
に
反
対
す
る
。

　

妊
婦
健
康
診
断
は
、
出
産
ま
で

に
14
回
ぐ
ら
い
受
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
今

の
若
年
層
の
非
正
規
雇
用
の
状
況

等
は
、
経
済
的
な
厳
し
さ
を
露
呈

し
、
妊
婦
健
康
診
断
に
行
け
な
い

妊
婦
が
ふ
え
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
国
の
通
達
を

受
け
、
4
月
1
日
か
ら
妊
婦
健
康

診
断
の
公
費
負
担
を
、
2
回
か
ら

5
回
に
し
た
矢
先
の
改
正
で
あ
る
。

妊
婦
が
14
回
の
健
診
を
す
れ
ば
、

昨
年
度
よ
り
1
万
6
、
7
0
0
円

高
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、

少
子
化
対
策
の
抜
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
。
健
診
回
数
の
抑
制

に
つ
な
が
る
の
で
反
対
す
る
。

（
無
所
属
）
原
案
に
賛
成
し
、
修

正
案
に
反
対
す
る
。

　

妊
婦
健
康
診
断
の
改
正
は
、
今

回
の
公
費
負
担
の
内
容
が
、
市
町

の
委
託
を
受
け
た
県
が
県
医
師
会

と
協
議
し
、
一
括
し
て
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
他
病
院
で
も

超
音
波
検
査
の
自
己
負
担
額
は
設

定
さ
れ
て
お
り
、
病
院
間
や
開
業

医
と
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
も
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

病
院
経
営
が
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
市
立
総
合
病
院
の
経
営
努
力

は
理
解
す
る
。
受
診
者
へ
の
支
援

は
大
切
だ
が
、
医
療
提
供
側
へ
も

考
慮
し
た
整
合
性
も
必
要
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
修
正
案
へ

の
賛
同
は
い
た
し
か
ね
る
。
原
案

に
賛
成
す
る
。

市立総合病院の使用料及び
手数料条例の一部改正の概要

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員

　
　
　

鈴　

木　

正　

孝

　
　
　

大　

庭　

隆　

一

　
　
　

元　

場　

千　

博

　
　
　

藤　

森　

京　

子

区　分 単位
金　額

改正前 改正後

生命保険診断書料 1 通

3,150円
（診断書の複
雑なものと
して徴収）

5,250円

妊婦健康診断料 1 回
4,000円
（再診の時は
3,000 円）

4,000円

妊婦健康診断時
超音波検査料 1 回 － 2,000円

診察券再発行料 1 枚 100円 －

市立総合病院市立総合病院

市
立
総
合
病
院
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
を
可
決
（
修
正
案
を
否
決
）

安
全
で
安
心
な

　

健
診
・
出
産
の
堅
持
の
た
め

討　

論

健
診
回
数
の

抑
制
に
つ
な
が
る

医
療
提
供
側
へ
も

　
　
　
　
　

考
慮
が
必
要

いわた市議会だより
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審 議 結 果 一 覧 表
■全会一致により可決・同意された議案

２０年度一般会計補正予算（第１号）
手数料条例の一部を改正する条例の制定
浜松市と磐田市との間の証明書等の交付等の事務委
託に関する規約の変更
袋井市と磐田市との間の証明書等の交付等の事務委
託に関する規約の変更
湖西市と磐田市との間の証明書等の交付等の事務委
託に関する規約の変更
森町と磐田市との間の証明書等の交付等の事務委託
に関する規約の変更
新居町と磐田市との間の証明書等の交付等の事務委
託に関する規約の変更
総合健康福祉会館条例の制定
ホームヘルパー等派遣手数料徴収条例の一部を改正
する条例の制定
市立学校給食センター条例の一部を改正する条例の
制定
火災予防条例の一部を改正する条例の制定
消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
の制定
磐田市と袋井市との境界変更
磐田市と袋井市との境界変更に伴う財産処分の協議
字の区域の変更
人権擁護委員の候補者推薦の意見

■賛成多数により可決された議案
市立総合病院の使用料及び手数料条例の一部を改正
する条例の制定
この議案は討論が行われ、表決結果は、賛成２８
（公・無）、反対５（共・無）でした。
（この議案は修正案が提出されました。表決結果
は、賛成３（共）、反対３０（公・無）でした。）

そのほか本会議で議題となった案件
農業委員会委員の推薦
閉会中の継続調査
市議会議員の派遣

※請願についても同じ流れです。 

議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  議案採決までの流れ  

議案上程 
議案を会議の議題とし、審議の対象とする

こと。 

説　　明 
提出された議案についてその理由及び内

容を提出者が説明すること。 

質　　疑 提出者に疑義をただすこと。 

本
会
議 

議案審査 
各委員会が分担して議案を専門的、詳細

に審査すること。 

委員長報告 
委員会での審査の経過及び結果を報告する

こと。 

質　　疑 委員長報告に対し、疑義をただすこと。 

討　　論 
議案について、議員が反対あるいは賛成

の意見を表明すること。 

採　　決 
多数決によって、議案に対する議会の意

思を決定すること。 

本
会
議 

委
員
会 

市議会では、特別委員会を設置し活動しています。

○行財政改革特別委員会
　（1）６月１６日

　  ・１９年度の行革取り組み結果報告

 　 ・本年度の行革取り組み方針

特 別 委 員 会 活 動 報 告特 別 委 員 会 活 動 報 告

　市政の様子を知るには、何といっても議会を傍聴するこ

とが一番です。あなたが貴重な一票を投じた議員の発言や

活動を直接ご覧になってみてはいかがでしょうか。

　傍聴を希望する方は、傍聴したい本会議または常任委員

会等の当日、受付（本庁舎５階議会事務局内）で住所・

氏名を記入し、傍聴券を受け取ってから、本庁舎６階の

議場または委員会室にお入りください。団体の場合は、代

表の方が手続きをしていただければ結構です。

本会議・委員会を傍聴してみませんか本会議・委員会を傍聴してみませんか

　―９月２日～１０月３日（３２日間）―　
　日程は変更する場合もありますので、事前に議会事務局
（電話 0538-37-4822）までお問い合わせください。

　９月２日　本会議（議案の上程等）
　　　３日　本会議（議案の上程等）

　　　　　　常任委員会

　　　４日　常任委員会（審査予備日）

　　　９日　本会議（先議議案の採決等）

　　　１０日　本会議（一般質問）

　　　１１日　本会議（一般質問）

　　　１２日　本会議（一般質問）

　　　１６日　本会議（一般質問予備日）

　　　１７日　本会議（議案に対する質疑）

　　　１８日　本会議（議案に対する質疑等）

　　　１９日　特別委員会

　　　２２日　特別委員会

　　　２４日　特別委員会（審査予備日）

　　　２５日　常任委員会

　　　２６日　常任委員会

　　　２９日　常任委員会（審査予備日）

　１０月３日　本会議（議案の採決等）

　　　　※いずれも午前１０時から

（1）
（2）
（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）
（9）

（10）

（11）
（12）

（13）
（14）
（15）
（16）

（1）

※

（1）
（2）
（3）
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